
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 
 

学 校 名 郡上市立白鳥中学校 

実 施 期 間 平成２６年１０月２８日(火)～３１日(金)・１１月２１日(金) 

実 施 概 要 

①地域参観週間（１０月２８日～１０月３１日） 

・期間中、終日、学校を開放し、地域の皆さんに白鳥中学校の生活を 

参観していただく。 

②キャリア教育研修会  

・１．２年生と保護者を対象に、進路についてパネルディスカッショ 

ンを聞く。 

③合唱祭（１１月２１日） 

 ・学級、学年合唱を保護者や地域の皆さんに聴いていただき、生徒、 

保護者、地域の皆さんが、校歌を一体となって歌う。 

実 施 内 容 

学習・取組の分野 

  □自然   □歴史   レ文化   □産業   レその他 

公開の方法 
  レ授業公開 レ成果発表 □交流活動 レ講演会等 
 

  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者 約 ３２０ 人 
計 約 ４００ 人 

地域関係者 約  ８０ 人 

実 施 状 況 

 

①地域参観週間 

・地域の方に参観をよびかけるチラシを、広報と共に白鳥地区の全戸（約 

３８００戸）に配布した。 

・地域の方に、朝の会から放課後までのすべての教育活動を公開し、ご都 

合のいい時間に来校して、授業や休み時間の生徒の姿を自由に見ていた 

だいた。 

②キャリア教育研修会 

・本校の卒業生で、地元で起業、就職をされた若手の方をパネラーとして 

迎え、自分の進路決定の体験や中学時代に大切にしたいことなどを語っ 

てもらった。 

③合唱祭 

・地域の方に参観をよびかけるチラシを、生徒が自分の近隣の家に配布し 

た。 

・学級合唱、学年合唱、職員合唱を発表するだけでなく、「ぶなの木学園」 

（社会福祉法人）の皆さんと一緒に手話を交えて合唱したり、学校で行 

なっているリサイクル活動についてのインタビューをしたり、最後に、 

生徒、保護者、地域の皆さんと一体となって校歌を歌ったりした。 

 

 

成果及び課題 

 

・生徒の授業や清掃活動、合唱の姿を見て、「感動した」という意見

や、「落ち着いた雰囲気の中で生徒たちが生き生きとしている。日

頃の子ども達の学校生活が明るく楽しいものになっているからでし

ょう。」などの感想が多数あるなど、地域の皆さんに学校の実態を

知っていただくことができ、公開することの大切さを感じた。  

 



・「白鳥中学生の素晴らしさに誇りを感じます。」「素晴らしい合唱 

をありがとう。」「学級の仲間が一体となっていて素晴らしかった。」

「白中の伝統として大切にしていってほしい。」といった意見をいた

だき、自分たちが認めてもらえたことで、生徒に自信と誇りが生ま

れた。 

・地域の皆さんと一緒に校歌を歌ったり、「毎年合唱祭を楽しみにして

います。」「来年も来たいと思います。」などの感想を多くいただいた

りしたことで、生徒は地域の一員であること、地域の中学校である

ことを実感することができた。  

・来年度以降も、「地域の学校」として「地域に情報を発信していく」

ことを大切にするとともに、地域に貢献する取組も考えていきたい。 

  


